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2019年２月８日 

各 位 

 

 

連結業績予想および個別業績予想の修正、 

並びに、特別損失・営業外費用の発生（個別決算）に関するお知らせ 
 

当社は、2018年12月26日に公表した2018年12月期通期の連結業績予想、および、個別業績予想について、下記のと

おり修正いたしましたのでお知らせいたします。また、2018年12月期の個別決算において、下記の通り特別損失及び

営業外費用を計上することとなりましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想の修正 

（１）2018年12月期 通期連結業績予想数値の修正（2018年１月１日～2018年12月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主
に帰属する
当期純利益 

１株当たり
当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ）

（ 2 0 1 8年 1 2月 2 6日 公 表 ） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

11,250 1,110 1,200 590 12.86 

～11,350 ～1,210 ～1,300 ～690 ～15.04 

今 回 修 正 予 想            E A（Ｂ） 11,303 1,103 1,194 653 14.25 

A

増  減  額          
EA

（Ｂ－Ａ） 
53 ▲6 ▲5 64 

－ 
～▲47 ～▲106 ～▲105 ～▲36 

A

増 減 率            
E A

（％） 
0.5% ▲0.6% ▲0.5% 10.8% 

－ 
～▲0.4% ～▲8.8% ～▲8.1% ～▲5.3% 

（ ご 参 考 ） 前 年 同 期 実 績 
（ 2 0 1 7 年 1 2 月 期 ） 

9,502 802 821 414 9.03 

 

 

（２）業績予想修正の理由 

決算作業の進捗によって確度の高い集計値が算出されましたので、レンジから特定予想値へ業績予想値を変更いた

します。 
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２．個別業績予想の修正 

（１）2018年12月期 個別業績予想値の修正（2018年１月１日～2018年12月31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ）

（ 2 0 1 8年 1 2月 2 6日 公 表 ） 

百万円 百万円 百万円 円 銭 

10,860 1,630 410 8.94 

～10,960 ～1,730 ～510 ～11.12 

A今 回 修 正 予 想            E A（Ｂ） 10,943 1,742 562 12.25 

A

増  減  額          
EA

（Ｂ－Ａ） 
84 113 152 

－ 
～▲16 ～13 ～52 

A

増 減 率            
E A

（％） 
0.8% 6.9% 37.1% 

－ 
～▲0.1% ～0.7% ～10.2% 

（ ご 参 考 ） 前 年 同 期 実 績 
（ 2 0 1 7 年 1 2 月 期 ） 

9,326 1,169 364 7.94 

 

 

（２）業績予想修正の理由 

決算作業の進捗によって確度の高い集計値が算出されましたので、レンジから特定予想値へ業績予想値を変更いた

します。経常利益および当期純利益につきましては、前回修正予想に比べて増加しておりますが、これは計画変更等

により費用の一部が使用されなかったこと等によるものです。 

 

３．個別決算における特別損失及び営業外費用の計上 

（１） 特別損失及び営業外費用の内容、発生の理由  

当社は、2018年 12月 26日に公表した 2018年 12月期通期の連結業績予想、および、個別業績予想において、連

結子会社である Kintone Corporation（米国）の株式について減損処理を行う見通しであることをお知らせしました

が、計上金額が確定いたしましたのでお知らせいたします。 

当社が保有する関係会社株式のうち、連結子会社であるKintone Corporationの株式について、減損処理を行い、

関係会社株式評価損662百万円を特別損失に計上いたします。同時に、Kintone Corporationへの貸付金の一部に対し

て貸倒引当金を設定し、貸倒引当金繰入額83百万円を営業外費用に計上いたします。これは、Kintone Corporation

を通じた米国事業は投資フェーズにあり、損失が一時的に積み上がったことによるものです。しかしながら、当社と

いたしましては、長期的には米国市場での成長可能性があると考えており、投資に対する回収見込は十分あると判断

しておりますので、引き続き米国への投資を行っていく予定です。なお、米国市場に向けた投資形態の変更について

は、引き続き検討中です。進捗がありましたら、改めて適時にお知らせいたします。 

 

（２） 業績に与える影響 

上記の特別損失及び営業外費用は、「２．個別業績予想」に織り込んでおります。なお、連結決算においては消去

されるため、連結業績に与える影響はありません。 
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